
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022(令 和 4)年度 事 業 報 告

1事業の成果
2022(令和4)年度は、これまでの様々な事業を継続し、高次脳機能障害者及びその家族への支援事
業、高次脳機能障害についての啓発事業、高次脳機能障害についての調査・研究及び情報収集・情報提
供、並びに、障害者支援を目的とする団体及び関係者との情報交換及びネットワーク構築事業など、こ
れらをさらに発展させることを目的とした。しかし新型コロナウイルス感染拡大の恐れを鑑み、中止や
縮小を余儀なくせざるを得ない事業もあったが、加盟団体との計画事業は実施できた。

2事業の実施に関する事項
特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用【2,317,094】 円)

定款に

記載
された

事業名

□田因∃ 実施日
時
園田ロコ

従事者
延人数
(人 )

受益
対彙者
範囲

受益
対彙者
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支出額
(:円 )

(11)

高
次
■
機
能
障
害
者
及
び
そ
の
家
族

の
支
援
事
業

①

制度・保健・医療・福祉の充実、生活支援と社会
参加を促進し、当事者やその家族の人権と尊厳が

守られ安心して暮らせるように、行政。議会に政策
提言する予算要望書を提出した。

*東京都に生活支援の充実と社会参加促進のた
めの施策を要望・提案する要望書を提出した。

*高次脳機能障害者相談支援体制連携調整委
員会委員として高次脳機能障害者支援施策に係
わり、区市町村支援促進事業や地域ネットワーク

構築を担った。

*他の障害者全国組織と共に国会議員、厚生 労
働省、国土交通省に、また、当法人は東京都、東

京都議会議員など行政。医療・福祉機関に施策に

係る提言を行った。(仮称)「高次脳機能障害者支

援法」制定に向けての活動等も行った。 2022年
4月 1日

2023年
3月 31

日

東京都庁

東京都都
議会議事
堂各会派、
東京都心

身障害者
福祉センタ
ーなど

東京都心身

障害者福祉
センター

衆議院。参議
院議員会館、
厚生労働省、
国土交通省、
内閣府、
ナスパなど

延 ペ

200

高次脳機能
障害者とその

家族など

不特定

多数
955,643陽豊壼宣選囲

*当事者及び家族の多岐にわたる相談に対して、
医療者、及び経験を十分に経てきた高次脳機能

障害者家族による、グループ面談形式の相談支

援をコロナ禍で縮小はあったが行った。
*事務用電話や事業担当の TKK相談員自宅
においても、電話、メール等による個別の相談支

援を行った。

(毎月2回、金曜日に開室を21回実施)
*院内に相談支援室を設置し、支援者や専門
家から寄せられた高次脳機能障害に関わる相談

をリハビリテーション科につないだ。
*外来又は入院中の患者、その家族や関係者
に対し相談支援と情報提供を行った_

東京都心身
障害者福祉
センター

東京慈恵会
医科大学附
属第二病院
TKK事務局
や当事業担
当の相談員
自宅など

東京慈恵会
医科大学附
属第二病院

④ その他の相餞支援事業
TKK事務局や、TKK相談員の各々の自宅、及
び、TKK加盟の各々の団体事務局においても電
話、メールなどによる相談支援を行った。

TKK事 務
局、相談員
各々の自宅
及び加盟団
体の定例会、
自宅等



(2)

高
次
脳
機
能
障
害
:こ

つ

い

て

の

啓
発
事
業

① ホームページ運営事業
ホームページを運営。インターネットを利用して

活動内容を配信し、高次脳機能障害についての

知識の普及、理解促進、情報提供などの啓発、周

知を図った。

薗ヨ

ホームページ
担当者自宅
やTKK事務
局から発信
全国のネット
ワークに連携

10

高次脳機能

障害の関係

者や関心を

有する者及
び一般市民
など

不特定

多数 306,612

② メルマガ発行亭栞
会員及び関係者、または不特定多数に、当法人
の活動や事業の、計画や報告、及び加盟団体、

関係団体の情報を伝えるため作成し発行し、さら

にホームページにも掲載した。

年3回

5,8,1
月に

発行

メルマガ担当

員自宅及び

事務局

9

高次脳機能
障害に関係

者や関心を

有する者

③ lK《リーフレット更新
TKKリーフレットの更新、増刷、配布を行い、
TKKの紹介及び高次脳機能障害についての知
識の普及、理解促進、情報提供などの啓発、周

知を図つた。

随時

リーフレット作

成業者に委

託及び印刷

2

高次脳機能
障害の関係

者や関心の

ある者、一般
市民など、不

特定多数

④ ル リングリスト管理
事業を円滑に進めるために、会員および役員の

メーリングリストの更新等の管理を行った。

随時
■α事務局

担当者
2 会員

(3)

社高
会次

葦種
業暉
吾
l=

事
る

① ビヽリテー・

毎回 400名 を募集し、今年度2回 シリーズで
Zoomウェビナーを開催した。

年2回
2022/11

/20と
2023/2/
19

業者に委託
しTKK事務
局、慈恵医科
大学第二病

院、各講師、
及び受講者
をつなぎ配信

10

高次脳機能
障害者とその

家族、行政・

医療・福祉・

支援団体関
係者など

600人

907,453

② セミナーなどへの当亭者や軍族の口暉
派遣事業
講師の依頼があれば、テーマに合った当事者

や家族を派遣する予定だったが、実施無L
随時

都内及び全
2

東京の高次
脳機能障害
支援の専門
家や支援者
など、

不特定

多数

(4)
*

各地の■損

“

看福社事情の研究・■壼、情
報収集・情報提供を行つた。 随時

都内及び全

国
10 不特定多数

不特定

多数
0

(5)
中

*

情報交換、及びネットワークの
た。

つ

*加盟団体相互の情報共有、交流などを目的とし
た機会を提供した。
*行政。医療・福祉機関、及びTKK加盟団体以
外の関連団体のイベント開催時に後援や支援、協
力を行った。
*新しく家族会を立ち上げる際の助言、援助の為
の支援を行う予定だったが、新規の家族会の相談
はなかった。

随時
都内及び全

国
20

高次脳機能
障害者とその

家族、及びそ
の関係者や
関心を有する

者など、不特
定多数

不特定

多数
147,386

(6)
中
*
中

その他目的を達成するために必要な事業を
行つた。
*法人運営の基礎となる定款を現状に即したもの
とする為、関係機関へ助言を求め、検討し、必要
に応じて改正を行い、引き続き検討している。

随時
都内及び全

国
10 不特定多数

不特定多

数
0

(4)*:高次脳機能障害についての調査・研究及び情報収集・情報提供事業
(5)**:障害者支援を目的とする団体及び関係者との情報交換及びネットワークの構築事業
(6)中 *中 :その他目的を達成するために必要な事業



書式第 13号 (法第 28条関係)

2022年 度
事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が」生い場合)
特定非営利活動法人 東京高次脳機能障害協議会

正会員受取会費 2
準会員 (団体) 2
準会員 (個人) 3

4人 (複数年の納入あり)
7団体 (複数年の納入あり)

り)人

160,

205,

21,

属第二病院「相談電話取り次ぎ業務」 2
・
・　
■■

，
“

分
分

・
度
度

．
年
年東京慈恵会医科大額附属第二病院「相談電話取り次ぎ業務」 2
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０
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０

２
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０

０
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０

０

０

５

０

０

０ 205.220

160,600
229,660
255_000 645_260

①ホームページ運営管理  (株)リ ヨン委託費
②ホームページ運営事業 :担当者謝金 (2人、12か月)
メルマガ発行事業 :作業担当者 (3人、12か月)

①東京高次脳機能障害リハビリテーション講習会事業講師他謝金
(有)セ クレタリーアートWEB委託費
講師・座長謝金 (2回分 6人 )

①政策提言要望書作成事務謝金
②医療及び家族相談会 相談支援員謝金

ス

35,

ｎ
ｖ

Ｏ
υ

ｌ
■

106,790
2,100
130,854
84 239_828

49,342
59,100
98_100 206_542

65_410

り
“

ハ
０

０

０

２

０ 2.620

13_440 13_440

簿 ′′ヽ謳

会議費及び設営費
①リハ講習会 会議、Wifiレンタルモバイル

①リハ講習会 講師書籍、チラシ、封筒他
②医療及び家族相談会 チラシ、封筒他

リハ講習会 コピー用紙、プリンターインク

①リハ講習会
②政策提言

リハ

ム

′ゝ

レ

び家族相談会 チラシ送付

①リハ講習会
②政策提言
③啓発活動

案内チラシ送付他
資料送付

2_317_094



36.000

30,000謝金 :会計事務 (12か月)

消耗品費 :ス
21,325
18,

、理事会他
タンプ他
パソコン

挨拶状他

｀:什器備品費 :

・ 印刷製本費 :

通信運搬費
旅費交通費
書籍費
支払手数料

230,538
39,832
117,680
12,834

755

82,709
300
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０

９

７

２

　

２

　

０

２

１

３

３

１

１

　

８

　

６

２

　

１

　

　

　

　

６

・1    _.2_877_57
」 繹 堂 鮨 壼 願 A □ ...11) -647_011

固定資産売利益
・過年度損益修正益

‐
」

固定資産売却嶺
災害損失
過年度損益修正損

rcl,¨‐



書式第 15号 (法第 28条関係)

2022年 度 貸借対照表
事 業 報 告 用

E置三日固回園E歴ヨIE亜□ZII□E王
=E亜
五
=目:円 )

科 □ 金  額 小計・合計

【A】 資 産 の 部

10,089,216

0

0

10,089,216

10,089,210

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

E

【A】 資 産 合 計 ①+② 10.1089,216

【B-1】 彙 債 の 部

1 流働負債

未払金

預り金

・ 0・ ③

2 固定負債

長期借入金

退職給付引当金

・ 0・ 0
債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 の 部

前期繰越正味財産額 10,736,

当期正味財産増減額 ―-647,011 10,089,

昧 財 産 合 計 10=089,

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B… 1】 +【 B-2】 10.1089,216



書式第 17号 (法第 28条関係)

2022年 度 財産
事 業 報 告 用

録
特定非営利活動法人東京高次脳機能障害協議会

〓

一

′」ヽ   1け 合  計

現金預金

手元現金

ゆうちょ 089,216 089,216

事業未収金 ｎ

ｖ

販売用寄附物品 ｎ

ｖ

2

1

車両運搬具

0

パソコン ｎ

ｖ

2

ソフトウェア

オペレーションシステム

ソフト

借地権

3)

敷金

事業所

【A】 資 産 合 計 ①+② 10,089,216

“
‐
1 ロ

1

未払金

給与

社会保険料

預 り

源泉徴収税

2

長期借入金

銀行借入金

31

EEヨ
ｎ

ｖ

０

〉

Ａ
Ｖ

F

ｎ

ｖ

【8-1】 負 債 合 計 ③+④

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ―【B-1】 10,089,216 10,089,210



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

2022年度年間役員名簿 〈常事彙年魔において役員であつたことがある全員0■名及び住所スは■肝菫
びにこれらの■についての■事彙年度における●日の有無を

"●
した名簿)

菫痙狙菫□量」塑曼墨』堕1塑璽堕虚幽菫L■塗

1 確認事項 (法第20彙及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
口各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧
役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(餞当者のみに記入)氏   名

〇・辟
(,{<.( vt=) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日今井 雅子

，

“ 〇 。群
(クラカタリツコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日蔵方僚方)律子

●
０ 〇 ・辟

(オデフキョウコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日小澤(小沢)京子

４

一 〇・辟
(オオタ ミエコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日太田 三枝子

●
０

⌒

便塁ォ盤事
体ソミヨシア→ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日細見 好昭

′
０ 〇・辟

綺ソ ヒサ→ 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月

月

日

日矢野 久喜

７

・ 〇・群
(イチヤマ トシ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日伊地山 敏

６
０ 〇。辟

(タカイ レイコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日高井 玲子

Ｑ
〉 〇 。辟

(マスムラサチコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日増村 幸子

10 〇・辟
(ナカムラ チホ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月   日

月   日中村 千穂

11 〇 辟
(カトウ レイコ) 2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月   日

月   日加藤 玲子



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

12 〇・辟
(アナザフヨシヨ)

穴澤 芳子

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年  月  日

年  月  日

13 理事 ○
(イケダ アツコ)

池田 教子

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年   月  日

年  月   日

14 理事<亜)
体ソミミ→

細見 みゑ

2022年 4月 1日

2023年 3月 31日

年

年

月   日

月   日



書式第4号 〈法第 10条 。第28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
2023年 3月 31日現在

特定非営利活動法人東京高次■機籠障害協臓会

氏   名

1
(イマイ マサヨ)
今井 雅子

2 タラ|カタリツコ)
蔵方は力)律子

3 餘

"構 ")小澤(小Ю 京子

4 αトオタミエヨ)
太田 三枝子

5 (ホソミヨシアキ)
細見 好昭

6 ぐヤノ ヒうトキ.)

矢野 久喜

7 (イチヤマトシ)
伊地山 敏

8 くタカイレイコ)
高井 玲子

9 〈マスムラサチロ)
増村 幸子

10 くナカムラチホ)
中村 千穂

11
(カトウレイコ)
加藤 玲子

12
(アナザフヨシ→
穴澤 芳子

13
(イタダアツ■)
池田 敦子

14
〈ホソミミエ)
細見 みゑ


